







その他のタイトル Intersubjectivite dans Le Fils du pauvre de
Mouloud Feraoun : Production de la nouvelle
























































































特徴があり，まずアシーア・ジェバール Assia Djebar（1936- ）16，ラシード・ブー
ジェドラ Rachid Boudjera（1941- ）17 が現れ，次いで 70 年代に登場した主要
な作家たちとしてラシード・ミームーニ Rachid Mimouni（1945-1995）18，ター
ハル・ジャーウート Tahar Djaout（1954-1993）19，それに続くラーバハ・ベ








る人気作家ヤスミナ・ハドラ Yasmina Khadra（1955- ）23 のほか，ブアレー
ム・サンサール Boualem Sansal（1949- ），レイラ・セッバール Leïla Seb-
bar（1941- ），アブデルカーデル・ジェマイ Abdelkader Djemaï（1948- ），ニー
ナ・ブーラウィ Nina Bouraouï（1967- ），ムスタファ・ベンフォーディル Mu-


































































































ラ Djurdjura 山中）の人口 2000 人ほどの小村ティズィ・ヒベル Tizi Hibel に非
常に貧しい農民の子として生まれる。村はティズィ・ウズ Tizi Ouzou 地方 33 の
ベニ・ドゥラ Beni Doula 地域 34 内にあり，当時はフォール・ナショナル Fort 
National と呼ばれていた中心都市ティズィ・ウズから南方へ 20 ㎞程度のとこ
ろに位置する。両親は 8 人の子をもうけたが生き残ったのは 5 人。フェラウー


















　初等教育課程（C.E.P．）を 1925 年に終えた後，奨学生試験に合格して 37 
1928 年からティズィ・ウズの高等小学校 38 に通う。1931 年にその修了資格
を獲得し，エリート教員養成機関であるアルジェの高等師範学校 39 への入学





1932 年のアルジェの高等師範学校入学試験では，〈原住民部門〉では 20 名の
定員に対して 318 人の受験者があり，それに対して〈ヨーロッパ人部門〉で
は 54 名の定員に対する受験者は 64 人であったという 42。
　1935 年，師範学校を卒業して故郷の小学校の教員となる 43。同年に 44，昔
からいいなづけとされていた従妹のデフビア Dehbia と結婚する。以後 7 人の
子をもうけた 45。フェラウーンの勤務地は最初，故郷の村に近いタウリルト・
アデン Taourirt Aden。その後もベニ・ドゥラ地域内に赴任し，1937 年から
45 年までは谷あいの村タブドリスト Taboudrist で勤務　　ここで処女作『貧
者の息子』を執筆する　　，さらに 1945 年から 1 年間はアイト・アブデルム
メン Aït Abdel-Moumen で教鞭をとる。多くは一学校一学級，一人で学校を




　1952 年，フォール・ナショナルの補習課程長 directeur du cours complé-
mentaire47 に任命される。アルジェリア独立運動の活発化が日々に及ぼす影
響やこの問題をめぐる彼の省察が手紙や日記によって伝えられている。1957





めていた 1962 年 3 月 15 日午前 10 時半頃，同センターでおこなわれていた会
議中に突入してきたフランス秘密警察 OAS 特
コ マ ン ド ー
殊部隊によって，センターのほ
かの 5 名の委員とともにフェラウーンは中庭に連れ出され，そこで射殺され
る 50。49 歳であった。アルジェリアを同年 7 月 5 日に独立させることを決定
























































　処女作『貧者の息子　　メンラッド，カビリアの学校教師』Le Fils du pau-
vre; Menrad, instituteur Kabyle の原稿は 1939 年春（復活祭の休暇中），すなわ
ち第二次大戦が勃発する直前に書き始められ，作品本文の末部に記されてい





きものよりも賛美すべきものの方が多くある」 « Il y a dans les hommes plus 




イ Le Puy（Le Puy en Velay）の出版社カイエ・デュ・ヌーヴェル・ユマニス
ム Cahiers du Nouvel Humanisme 社から出版される 56。自費出版で，印刷部
ムールード・フェラウーン『貧者の息子』にみる間主体性
数は 1000 部であったとされる 57。批評家から好意的に受け入れられ，アルジェ










Simoun, 『太陽』Soleil, 『テラス』Terrasses など）やフランス本土の雑誌にさ
まざまな文章を載せるようになる 59。同じ年齢であったがすでに 1942 年の『異
邦人』によって作家として名を馳せていたアルベール・カミュ（1940 年以降









　1951 年 7 月に小説第二作『大地と血』La Terre et le sang を脱稿し，これを
1953 年に，エマニュエル・ロブレスの手引きでスイユ社から刊行する 63。ロ
ブレスは地中海沿岸とくに北アフリカ地域の若手作家たちを紹介する目的でそ























アの日々』Jours de Kabylie 65 を出版，1957 年には，『大地と血』の続編となる
小説『上り坂の道』Les Chemins qui montent 66 を刊行する。ほかにカビリアの
詩人シ・モハンドの作品をフランス語に訳した翻訳詩集『シ・モハンドの詩』
Les Poèmes de Si Mohand 67 を出す。この間アルジェリアやフランス本土の雑誌
にこれらの作品の断片を発表するほか，さまざまな論文や記事，随想などを載















を刊行するべく，フェラウーンは 1962 年 2 月にはスイユ社に原稿を渡して
あったが，暗殺によって生前の出版はならず，死後の刊行となった。その内
容は 1955 年 11 月 1 日に始まり，1962 年 3 月 14 日分までで，とりわけ 1956
年と 1957 年の記述が詳細である。この『日記　　1955-1962 年』Journal : 




年分が 1962 年に刊行された 73。
　ほかにフェラウーンは小説を準備していた。『大地と血』『上り坂の道』と合
















の手紙を集めた書簡集『友人への手紙』Lettres à ses amis 77 がロブレスの編纂
によって，1969 年に刊行されている。
　なお，『貧者の息子』の英訳版 78 に充実した巻頭論文とも呼ぶべき序文を寄

































































































































　マグレブ文学研究の大御所であるシャルル・ボン Charles Bonn が 1970 年
代初めに行った調査によれば，アルジェリアの国定教科書（フランス語教科）
に載せられた文学作品の抜粋 78 編のうち 26 編がフェラウーンのテクストで








た『日記』の巻末に彼女が付した簡潔な資料 87 によると，1965 年以来，国立
教育院 88 発行の，基礎教育課程初級（小学校に相当）le primaire，同中級（中
学校に相当）le moyen，高等学校（高校に相当）le secondaire89 の教科書では，
フェラウーンのテクストが次のように採択されているという。
・ 初級 3 年，4 年，5 年，6 年で，『貧者の息子』『カビリアの日々』『大地と
血』『上り坂の道』からさまざまな抜粋 90。
・ 中級 1 年で『貧者の息子』『カビリアの日々』『大地と血』から 9 つの抜粋。
・ 中級 2 年で四作品から 6 つの抜粋。
・ 中級 3 年で『貧者の息子』『大地と血』から 4 つの抜粋。
・ 中級 4 年で『カビリアの日々』から 1 つの抜粋。
・ 高校 1 年で『大地と血』から 1 つの抜粋
・ 高校 1 年〔2 年の誤植か〕で，『貧者の息子』『カビリアの日々』『上り坂
の道』から 5 つの抜粋
＊ 発展読書教材として，中級 1 年では『貧者の息子』，中級 4 年では『大地































かも，すでに ENAG 社からは 1995 年にスイユ版と同じ内容で，クリスチアー
ヌ・（ショーレ =）アシュールの序文を付しただけの『貧者の息子』が刊行さ








2005 年に James D. Le Sueur の長大な序文を付してアメリカで刊行され
た Lucy R. McNair による英語翻訳版（The Poor Man's Son: Menrad, Kabyle 














































Jean Déjeux が，1940 年代後半から 1950 年代に豊穣な生産をみたマグレブ




























































































































































手にすることになった父が 1 年半ぶりに戻ってくる顛末が描かれるが 104，こ




































































































































































































































































































































ちは一緒に〔／一緒になることで〕世界に踏み出した」Nous fîmes ensemble 













































むが，その内容量は極端に減少していく。第Ⅰ部「家族」は 11 章立てで 85 頁，






















4 4 4 4 4
を語ってみたいと思ったのだ」「彼は
自分の人生
















































































































































































































































































































































































suko Aoyagi, “An Investigation of ‘Self’ in The Poor Man’s Son by Mouloud 
Feraoun: Literature and Inter-Subjectivity Today”, TJASSST11 (Tunisia-
Japan Symposium on Society, Science & Technology), November 12, 2011, 








 ３ Le Fils du pauvre; Menrad, instituteur Kabyle, Le Puy (France) : Cahiers du 
nouvel humanisme, 1950.
 ４ 部分的な訳が存在する。石浜裕子訳・解題「ムールード・フェラウン『貧者












る。“What will bring cultural and academic exchange between Algeria and 
Japan: In the context of the 21th century literature of the World”, The 1st 
Algero-Japan symposium, November 8, 2010, at USTHB (Université de Sci-





















 11 Cf. Christiane Achour, Mouloud Feraoun: une voix en contrepoint, Paris : Silex, 
1986, p.23, note 23. アシュールはフェラウーンやディーブの作品のアラビア
語訳が存在するのだから，それを用いることを検討すべきだと提案していた。
 12 1952 年の『忘れられた丘』La Colline oubliée でデビュー。独立闘争期の抵抗





 13 『大きな家』La Grande Maison（1952）でデビュー。この作品を含めた『火災』















ペレグリ Jean Pélégri（1920-2003），女性作家アンナ・グレキ Anna Greki
（1931-1966）の存在は特筆しておくべきであろう。














ついた眼差し』（一）」，『イスラーム世界研究』第 3 巻第 1 号，2009 年，
pp.451-452。
 21 この「恐怖」の時代の文学を総括した評論・紹介として，アルジェリアで広く
信頼を得ている以下の著作は大変参考になる。Rachid Mokhtari, La Graphie 








Rachid Mokhtari, Le Nouveau souffle du roman algérien : Éssai sur la littérature 



























 27 代表作の一つであるコルシカを舞台にした恋愛小説『それを暁と呼ぶ』Cela 
s’appelle l’aurore, Seuil, 1952（ルイス・ブニュエルによって 1955 年に映画化
もされた）は以下の邦訳題名で日本に紹介されている。エマニュエル・ロブ
レス『イヴはこゝにいる』品田一良訳，新潮社，1956 年。
 28 Jean Amrouche, Chants berbères de Kabylie, 1946; Marie-Louise Taos Am-
rouche, Jacinthe noire, 1947. なお二人の兄妹の母親の回想記（Fadhma Aït 
Mansour Amrouche, Histoire de ma vie, 1968）が邦訳されている。ファドマ・
アムルシュ『カビリアの女たち』中島和子訳，水声社，2005 年。






 31 Jack Gleyze, Mouloud Feraoun, L’Harmattan, 1990.
 32 以下の辞書のフェラウーンの項目は詳細で参考になった。« Feraoun », in 
François Pouillon (dir.), Dictionnaire des orientalistes de langue française, Paris: 
青　柳　悦　子
Karthala, 2008, p.381-383 (signé par Michèle Sellès). 
 33 当時はフォール・ナショナル Fort National 混合共同体という行政区。
 34 ベニ・ドゥラ（Beni Douala とも表記）地区はティズィ = ウズの南方の山や
谷が織りなす地域。なお，フェラウーンが教師として赴任したタブドリスト
村の下方（西側）には現在では Taksebt ダム湖が大きく広がっている。
 35 ロブレス宛て，1953 年 1 月 5 日付の書簡（Lettres à ses amis, pp.89-91）。
1953 年 3 月ごろにスイユ社から再刊予定だった『貧者の息子』の出版予告の
ために，著者みずからの伝記情報を編集者側に提供したものと思われる。





 38 『貧者の息子』のスイユ版の中では collège と表現されている通り，現在の日
本の中学 = 高校に相当すると考えてよい。
 39 École normale d’instituteurs [de Bouzaréah]. アルジェ市の郊外地域のブーザ
レア地区にあるためこの場所の名で呼ばれることもある。現在も，人文系高
等師範学校 École normale supérieure des lettres et sciences humaines とし
て，同じ場所に存在している。
 40 アシュール・シュルフィによるアルジェリア作家事典のフェラウーンの項
目ではティズィ = ウズの高等小学校入学が 1923 年とされている（Achour 
Cheurfi, Écrivains algériens; Dictionnaire biographique, Alger : Casbah Édi-
tions, 2004, p.165）。高等師範学校入学前に 1 年間の準備期間があったことは
グレーズの著作でしか確認できなかった（Jack Gleyze, op.cit., p.14）。マルチー
ヌ・マチュー = ジョブは，すでに 1931 年に師範学校入試の合格を果たしてい
たが入学したのは 32 年であるとしている（Martine Mathieu-Job, Le Fils du 
pauvre de Mouloud Feraoun ou la fabrication d’un classique, L’Harmattan, 2007, 
p.170）。
 41 ロブレスは 1938 年に処女小説を発表し作家として早くから活躍する。彼の活
動は当然，フェラウーンにも刺激を与えたであろう。
 42 Christiane Achour, op.cit, p.95. 同じ情報が以下にも再録されている。« Re-
pères biographiques », in Journal: 1955-1962 (ouvrage présenté par Chris-
tiane Achour), Alger: ENAG, 2006, p.441.
 43 1934 年，フェラウーンは原住民法に基づく「くじ引き」によって兵役を逃れた。
その後，第二次大戦でも召集されることはなかった。フェラウーンはこの純
然たる「幸運」についてさまざまに思いを馳せている。
 44 グレーズは 1938 年としているが，これは誤りであると思われる。
 45 4 人の娘と 3 人の息子（アリー Ali，モクラン Mokrane，ラシード Rachid）。
末の子が生まれたのは 1954 年 4 月。『貧者の息子』がスイユ社から再刊行さ
れた直後である。
 46 また 1955 年 12 月にもパリを再訪している。このとき，同郷の人々から，彼
の作品が同化主義的であるとの批判を強く受けたという回想が，クリスチアー
ムールード・フェラウーン『貧者の息子』にみる間主体性
ヌ・アシュールによって紹介されている（Christiane Achour, « Présentation », 










































1993 年 4 月号～ 1994 年 3 月号，同「テクストの暴力　　マグレブの文学を
読む」（白水社），1995 年 4 月号～ 1996 年 3 月号，澤田直 「マグレブのフラ
ンス語文学　　裏切りと歓待」，三浦信孝編 『多言語主義とは何か』藤原書店，
1997 年所収。
 56 総ページ数は 206 頁。
 57 マグレブ文学についての充実した情報サイト Limag の記述によれば売れ残っ







 58 受賞式は 1952 年 4 月 5 日。フェラウーンのスピーチのタイトルは「フランス
学校への賛辞」（ « L’hommage à l’école française »）。以下に巻末資料として
採録されている。Christiane Achour, Mouloud Feraoun, pp.99-100. またさま
ざまな HP で参照することができる。
 59 たとえば 1951 年には以下の文章を各雑誌に発表している。« L'instituteur du 
bled en Algérie », Examens et Concours, Paris, mai-juin 1951〔のちに『カビリ
アの日々』に収められる文章〕; « Le désaccord », Soleil, Alger, no 6; juin 1951; 
« Sur l’école Nord-africaine des lettres », Afrique, AEA, Alger, no 241, juillet-
septembre 1951; « Les potines », Foyers ruraux, Paris, no 8, 1951; « Mœurs 
kabyles », La vie au soleil, Paris, septembre-octobre 1951.　総じて，カビリア
を描く「地方作家」としての位置づけが濃い。
 60 1951 年 5 月 27 日付。この手紙を含め，カミュ宛ての 4 つの私的な手紙が，『友
人への手紙』Lettre à ses amis の再版以降の版では，巻末に添えられている。
 61 抜粋ではあるが単行本としてのちに刊行された。Albert Camus, « Misère de 
la Kabylie », in Actuelles III, Chroniques 1939-1958, Gallimard,1958; rééd. 
Chroniques algériennes : 1939-1958, coll. « folio », 2002.
 62 « Lettre à Albert Camus », revue Preuve (Paris), no 91, septembre 1958; re-
pris comme « La source de nos communs malheurs (lettre à Albert Camus) », 
in L’Anniversaire, pp.35-44.
 63 Paris : Seuil, 1953, 256 p.





ク・ウアリー Malek Ouary など）の作品を世に送り出す。1951 年にパリで
スイユ社に「地中海」叢書を立ち上げるとロブレスは自作の短編集『目前の死』




 65 Alger : Baconnier, 1954, 141p.　
 66 Paris : Seuil, 1957, 222p.
 67 Paris : Les éditions de Minuit, 1960, 111p.
 68 « La litérature algérienne », Revue française, Paris, 3e trimestre 1957, repris 
dans L’Anniversaire.
 69 さきに挙げた « Lettre à Camus », Preuves, n°91, septembre 1958 のほか，以
下も公刊されている。 « Le dernier message », Preuves, Paris, Congrès pour la 
liberté de la culture, n° 110, avril 1959; repris dans L’Anniversaire, pp.45-52.
 70 « Le voyage en Grèce », Revue française, mai 1962, repris dans L’Anniversaire, 
pp.71-83. 
 71 Paris : Seuil, 1962, 349p.
 72 Journal 1955-1962 : Reflections on the French-Algerian War, edited by James D. 
Le Sueur, translated by Mary Ellen Wolf and Claude Fouillade, Lincoln: 
University of Nebraska Press, 2000
 73 L’Ami fidèle (série de 4 mannuels scolaires). Cf. Christiane Achour, op.cit., 
p.87.




 75 La Cité des roses, Alger: Yamcom, 2007, 172p.  この書物も入手が困難である。
 76 「Kabyle.com」が行ったラシ ドー・フェラウーンに対するインタビュ （ー2007年3月6日）
による。以下の HP を参照。« Rachid FERAOUN : « La Cité des Roses est le 
seul roman inédit qu’a laissé mon père »»，http://www.kabyle.com/archives/
Rachid-FERAOUN-La-Cite-des-Roses.html
 77 Paris : Seuil, 1969, 205p.
 78 The Poor Man’s Son: Menrad, Kabyle Schoolteacher, translated by Lucy R. Mc-
Nair, introduction by James D. Le Sueur, Charlottesville (US) & London: 










Aït がついていることが多いが，これは of，from の意で「～家の」を示す。
 80 1953 年 2 月 22 日付エマニュエルの妻ポーレット・ロブレス宛ての手紙から。






 82 Le Fils du pauvre, Seuil, coll. « points », pp.145-146.
 83 L’Anniversaire, p.103. フェラウーンのこの手紙は前後を含めて以下でも参照で
きる。Lettres à ses amis, p.127. 
 84 Cf. Martine Mathieu-Job, op.cit., p.17.




 86 Christiane Achour, op.cit., chap. I « Stratégie pour la nationalisation d’une 
œuvre ».
 87 Journal; 1955-1962, Alger : ENAG, 2006, p.446.
 88 国立教育院（Institut Pédagogique National，略称 IPN）は独立と同時に
1962 年に創設された。国の教育の内容や質の全般の責任を負い，教科書は
この機関のもとに一元的に作成されてきた。1996 年に IPN は国立教育研究
院 Institut National de Recherche en Education（INRE）へ移行し，教科
書は検定制となった。アルジェリアの教育制度と教科書については，以下
の HP で大変詳しい情報を得ることができる « Le manuel scolaire; aspects 
économiques et sociaux », http://www.cnes.dz/cnesdoc/Plein%2021/livrev.
f.htm　なお，アルジェリアは独立以来一貫して教育に国家予算の 12% 以上
（1989 年には 20% 超）を傾注し，国家の基礎として重視してきた。
 89 アルジェリアでは 6 歳から 15 歳までが義務教育で 1971 年以降はこれを一貫
した基礎教育学校 École fondamentale でおこなっている。義務教育期間は
5-6 年間の初級と 4 年間の中級に分けられてきた。現在では 1 期・2 期・3 期
と区分されている。高校は日本と同じく 3 年が基準。
 90 1983 年以降は，二つの教科書でフェラウーンのテクストが掲載されていない
という。これ自体が特筆すべきこととなっている。
 91 Martine Mathieu-Job, op.cit.
 92 Robert Elbaz et Martine Mathieu-Job, Mouloud Feraoun ou l’émergence d’une 
littérature, Paris : Karthala, 2001. 貧者の息子を扱った章（pp. 11-43）は 「創
始的な複雑さ」« La complexité fondatrice » と題されている。
 93 この入手については小林正利氏と Saﬁa Lamani 氏の御厚意に浴した。記して
感謝を捧げる。
 94 以下，『貧者の息子』からの引用は基本的に ENAG2002 年版（2006 年の増刷
版）による。この版からの出典表記はページ数のみを示すこととする。
 95 Jean Déjeux, Littérature Maghrébine de langue française, Sherbrooke (Canada): 






 97 « Le touriste qui ose pénétrer au cœur de la Kabylie admire par conviction 
ou par devoir, des sites qu’il trouve merveilleux, des paysages qu’il se dit 
pleins de poésie et éprouve toujours une indulgente sympathie pour les 
mœurs des habitants.
  　　On peut le croire sans difﬁcultés, du moment qu’il retrouve n’importe 
où la même sympathie. Il n’y a aucune raison pour qu’on ne voit pas en 
Kabylie ce qu’on voit également un peu partout.
  　　Mille pardons à tous les touristes passés et à venir. C’est parce que 
vous passez en touristes que vous trouvez ces merveilles et cette poésie à la 
nature. Votre rêve se termine à votre retour chez vous et la banalité vous 
attend sur le seuil.
  　　Nous, Kabyle, nous comprenons qu’on loue notre pays. Nous aimons 
même qu’on nous cache sa vulgarité sous des qualiﬁcatifs ﬂatteurs. Cepen-
dant, nous imaginons très bien l’impression insigniﬁante que laisse sur le 
visiteur le plus complaisant et le moins poète, la vue de nos pauvres vil-
lages. 
  　　Tizi est un village de deux mille habitants. [...] », p.9.
  　なおスイユ版とのあいだには数々の表現上の異同がある（英語版とは，ほぼ
同一内容である）。そのなかには pour qu’on ne voit が pour qu’on ne voie と
文法上より正しい形に改められた語法上の訂正もあれば，第二段落冒頭の文
章の後半部の拡張（du moment qu’il retrouve n’importe où les mêmes mer-
veilles, la même poésie et qu’il éprouve chaque fois la même sympathie.）
のように文体上の変化もある。第 5 段落の冒頭が Tizi est une agglomération 




Martial Rémond の二つの著作（Au cœur du pays kabyle, Alger : Bacconier, 





シュールは紹介している。Cf. Christiane Achour, op.cit., p.40sq.












のための削除がなされているという。Christiane Achour, op.cit., p.24sq.
 101 実際のフェラウーンの父親は，彼が生まれる以前の 1910 年からフランスにた
びたび出稼ぎに行っていたという。その回数は生涯で 20 回に及んだとのこと









 105 « Lorsque la guerre éclata, par un matin brumeux du mois de septembre, 
elle ne surprit aucun Kabyle. », p.161.
 106  « il fallait un changement. La paix avait trop duré. Les Kabyles en avaient 
assez de souffrir : « Aux grands maux, les grands remèdes » [...] on avait 
tout ce qu’on voulait et tout ce qu’on ne voulait pas. On était malheureux, 
ça ne pouvait durer. Et comme remède il n’y avait que la guerre.», p.161.
 107 « Donc ce matin-là, chacun s’en alla manger ses ﬁgues fraîches le cœur lé-
ger, la tête pleine de projets, interpellant ses voisins pour parler de l’affaire, 
colportant une nouvelle, en apprenant une autre. Les nouvelles venaient 
déjà. D’où? on n’en savait rien. Elles arrivaient tout d’une pièce : solides, 





 110 « Les journaux de Vichy, que les Kabyles ne lisent jamais parce qu’ils ne 
savent pas lire, disent que le marché noir est immoral. Quelle sinitre plai-
santerie! Les gens crèvent de faim dans un pays qui possède la Mitidja et 
on leur dit qu’ils comettent un péché en ne crevant pas plus vite! », p.172.
 111 以下の小論では，カビリア地方の生活におけるイチジクの重要性を通して，
『貧者の息子』と『カビリアの日々』で描かれる食生活と民衆文化を検討し
た。Etsuko Aoyagi, “Importance of ﬁgs in the Kabyle life: In the ﬁrst half of 
the 20th century in Algeria”, Establishment of Integrative Research Base by Hu-
manities and Sciences on Valorization of Useful Plants for Regional Development in 
North Africa I（『アジア・アフリカ学術基盤形成事業報告論文集　　北アフリ
ムールード・フェラウーン『貧者の息子』にみる間主体性
カの有用植物』I），ARENA, University of Tsukuba, March 2011, pp.5-8.
 112 « A présent, ils ne pensent plus qu’à une chose, qu’à un jour. Le jour où, la 
paix revenue, ils prendront leur billet pour aller retrouver leur Normandie 
ou leur Alsace, leur Saint-Etienne, Lyon ou Paris, à peine guéris de leurs 
blessures. », p.176.
 113 « Ils parlent de leur misère récente et actuelle comme si s’était ﬁni [sic]. Ils 
comparent leur situation à celle des Français, des pays occupés ou bombar-
dés. Ils s’apitoient sur le sort des réfugiés, des prisonniers, des déportés, 
des fusilés, des torturés... Ils songent qu’ils auraient pu connaître tous 
ces malheurs. Ils se disent qu’ils n’ont été séparés ni de leur femme, ni de 
leurs enfants. Leur gourbi est intact comme leur personne. Ils ont connu la 
faim mais ils n’ont pas connu l’épouvante. Ils reconnaissent qu’ils ont été 
épargnés par la Providence et qu’ils sortiront indemnes de cet effroyable 
enfer. », p.176. 
  　なおスイユ版では，« si s’était ﬁni » は « si c’était ﬁni » と修正されている














と希望に満ちた歓喜の場面と捉えている（Martine Mathieu-Job, op.cit., p.26）。
 117 « tant j’étais doux et aimable », p.25; « ma douceur », p.29.
 118 « j’abusai bientôt de mes droits »; « Je devins immédiatement un tyran », 
p.26.
 119 « Je m’étais bien vite rendu compte qu’en pleurant je pouvais obtenir tout 
ce que je voulais. Les larmes et les cris étaient mon arme infaillible. », p.27.
 120 Christiane Achour, op.cit., p.25.
 121 フェラウーンは実際，ティズィ = ウズでは，ロラン Rolland 牧師の慈善施設
の寮生であった。アルジェリアでは植民地時代から現在に至るまで，白衣宣
教師 pères blancs と呼ばれるキリスト教布教者たちの献身的で友愛的な慈善
活動が広く行われ，住民から一定の敬愛をもって迎えられてきた。
 122 « Ils n’avaient aucune aversion pour la religion protestante. Au contraire, 
à la longue, il se prirent à l’aimer pour sa simplicité et son indulgence. Ils 
青　柳　悦　子0
connurent à fond le Bible et le Nouveau Testament. Ils prenaient plaisir 
à chanter, même seuls, les cantiques qu’ils avaient appris à la gloire du 
Cruciﬁé. Souvent, dans le secret de leur cœur, ils prièrent comme ils virent 
prier. », p.132.
 123 Cf. « Il y avait d’autres bambins, mais il ne se forma pas de paire d’amis 
comme la nôtre. », p.29.
 124 « A quel moment et dans quelles circonstances naquit notre amitié? Je ne 
saurais le dire. »; « rien n’explique notre attachement », p.28.
 125 « J’admirais et j’aimais Akli parce qu’il avait tout ce qui me manquait. Je 
suppose qu’il s’attacha à moi pour les mêmes raisons. », p.29.
 126 « beau comme une ﬁllette »; « son teint blanc, ses traits ﬁns et réguliers »; « il 
avait les poings et les pieds trop grands », p.29.












うすることにした。」 « les Français des petites villes sont ﬁers et distants. 
Ils méprisent l’indigène － parfois avec raison － ils veulent à toute force 
former une caste à part et ne pas voir les autres. Fouroulou, encore jeune, 
s’est aperçu de ces choses. Il ﬁnit par les admettre et par croire qu’une loi 
naturelle veut qu’il y ait des supérieurs pour détester des inférieurs. Ses 
professeurs, eux-mêmes, favorisent ouvertement ses camarades français et 














 128 マグレブ文学研究家ル = ルズィックは『貧者の息子』および『日記』『友人
への手紙』を取り上げて，これらのテクストが純粋に「自伝」であるのかそ
れとも「虚構」であるのかを問い，その曖昧さを指摘している（Maurice Le 
Rouzic, « Écritures autobiographiques chez Mouloud Feraoun », in Martine 
Mathieu ed., Littératures autobiographiques de la francophonie (Actes du Col-




 129 « Il voulait tout simplement, comme ces grands hommes, raconter sa pro-
pre histoire. »; « Il croyait que sa vie valait la peine d’être connue, tout au 
moins de ses enfants et de ses petits enfants », p.6.
 130 « A quel moment et dans quelles circonstances naquit notre amitié? Je ne 
saurais le dire. Dans ma mémoire, le petit Fouroulou de cinq ou six ans 
est toujours escorté d’Akli. », p.28-29; « Je ne me rappelle pas combien de 
temps il nous fallut pour explorer le quartier. », p.29; « Je me souviens, 
comme si cela datait d’hier, de mon entrée à l’école », p.53; « Ma première 
journée de classe, ma première semaine et même ma première année ont 
laissé dans ma mémoire très peu de traces. J’ai beau fouiller parmi mes 
souvenirs, je ne retrouve rien de clair. », p.54.
 131 « Dans les ﬁlm de mes souvenirs, cette scène est suivie immédiatement d’une 
autre. »,  p.82.
 132 « La dernière image qui me reste de Nana est aussi nette que les autres 
mais je n’aime pas l’évoquer souvent. », p.83.
 133 « Les souvenirs d’enfance manquent de précision et de lien : on garde cer-
taines images frappantes que le cœur peut toujours unir l’une à l’autre 
lorsqu’il les évoque, de sorte qu’il réussit quand même à se placer dans une 
ambiance qui n’est plus. Quelques tableaux lui sufﬁsent pour revivre tout 
un passé. Il semble bien que la raison soit plus exigeante, elle veut du co-
hérent, tandis que le cœur ne se pique pas de logique. Mais si l’on perd fac-
ilement le ﬁl de ses raisonnements, on conserve jalousement la mémoire de 
ses sentiments. C’est mon cœur uniquement qui m’inspire chaque fois que 
je parle de mes tantes.
  　　Voici, par exemple, une scène que je revois avec une grande netteté [...] », 
p.81.
 134 Le Fils du pauvre, coll. « points », p.105.
 135 « il se rappela, toutefois, son ami d’enfance Akli qui était resté à la mon-
tagne, irrémédiablement berger alors que lui, Menrad, allait vivre et 
évoluer dans ce milieu inimaginable. », p.130; « C’est dans cette demeure 












 137 « Ma première journée de classe, ma première semaine et même ma pre-
mière année ont laissé dans ma mémoire très peu de traces. J’ai beau 
fouiller parmi mes souvenirs, je ne retrouve rien de clair. », p.54; « Je suis 
très embarrassé de dire si je fus bon ou mauvais élève, si j’appris beau-
coup ou peu. Du moins, je n’éprouvai aucune répugnance à être écolier. », 
pp.54-55.
 138 « sa tenacité － on peut dire par son intelligence － », p.99.
 139 スイユ版では，ガリ勉の姿勢が行き過ぎて，ただ良い点が欲しいばかりに美
しい抒情詩（ラマルチーヌの「湖」）を怒鳴るように暗唱してしまい，先生に
叱られたという滑稽な逸話も語られている（第Ⅱ部第 7 章，coll. « points », 
p.144）。
 140 Cf. « Il [=le père] [...] déposera le fardeau alourdi par ses soins sur les 
épaules toutes neuves de Fouroulou. », p.135.
 141 「彼にはわかり始めていた。姪っ子たちはたしかに父親に頼るだろうが〔中
略〕とりわけ叔父に頼ってくるようになるだろう」« Il commençait à com-
prendre: ses nièces peuvent très bien compter sur leur père [...] mais elles 
compterons [sic] surtout sur leur oncle.»‚ p.137. 
 142 « Il racontera ta vie qui ressemble à des milliers d’autres vies avec, tout de 
même, ceci de particulier que tu es ambitieux, Fouroulou, que tu as pu 
t’élever et que tu serais tenté de mépriser un peu les autres, ceux qui ne 
l’ont pas pu.
  　　Tu aurais tort, Fouroulou, car tu n’es qu’un cas particulier et la leçon, 
ce sont ces gens-là qui la donnent. », Seuil, coll. « points », p.105.
 143 « Il est plusieurs façons de raisonner », p.179.
 144 « Peut-être qu’au fond l’existence est beacoup plus simple qu’il ne croit.», 
p.178.
 145 Cf. Jean Déjeux, Littérature Maghrébine de langue française, p.37.
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